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旧中島小学校沿革概要
年月日 名称・変遷など

明治６年８月２９日

中島村ハ部６３番地、橋本與三平家を借上げて校舎とする。通学区域は横見

村から塩津村までの２９村とする。第１６大区学校中島分校と称する。

明治６年１０月８日 中島村ハ部５９番甲地、蓮浄寺を借上げて女児小学校の校舎とする。

明治７年１月 区学校と分離して中島小学校と改称する。

明治７年７月

外村に小学校を設置し、横見・田岸・外・小牧・深浦の５村が分離する。更

に笠師村に笠師小、土川村に土川小、豊田村に豊田小が設置され、通学区域

が大幅に減少する。

明治７年９月１５日 中島女児村落小学校が員外（別枠）として認められる。

明治１２年１０月 中島村四部４５番地に新築移転し、男女が合併して１校となる。

明治１６年１２月

校舎増築の際、校地拡張のため四部５９・５８・６０・６１・６２・６３・

６４・６５番地を合併する。

明治１７年５月１９日 式台の改築が竣工する。８月３日には校舎前面の白壁が完成する。

明治１８年２月

小学校の区域並びに等科の改定の結果、旧１番、２番の両学区を合併して１

番学区とする。本校を以って高等科小学校とし、長浦、別所、瀬嵐の３村に

巡回授業所を置く。また、中島村外１８村を以って高等科通学村と指定され

る。高等科中島小学校と称す。

明治２０年４月１日

小学校令により尋常科中島小学校と改称する。高等科は一郡一校となり、通

学区域が再び減少する。

明治２１年１１月１日 簡易科小学校の校舎が新築落成する。また、体操、唱歌室が新築落成する。

明治２３年４月

本年度より小学校資産の管理及び経費の収支、その他一郡学事経費の収支

は、鹿島郡七尾町外３０村町村役場において取り扱うこととなる。

明治２５年４月１日

新小学校令の実施とともに、熊木村が分離して通学区域が中島村のみとな

る。校名も尋常科中島小学校並びに簡易科中島小学校を廃止して、中島尋常

小学校を設置する。

明治２５年５月２５日 中島高等小学校を創立する。

明治２７年８月１３日 新築校舎が落成する。

明治３３年４月１日

中島高等小学校を廃止し、中島尋常小学校に高等科を併置し、中島尋常高等

小学校と称す。

明治３５年１１月１４日 創立３０年記念式典を行う。

明治３６年３月２８日 高等科に商業科を随意科として加入する。

明治３７年４月 農業科を加入する。

明治３８年４月

手工、唱歌の二科目を加入する。また、年齢１１年以上の女子に対し、特殊

教育を施行する。

明治３９年１月 中島村立農業補習学校を付設する。

明治３９年１１月 植物園を設置する。



旧中島小

大正１０年１２月２４日 校舎新築のため、校地変更を決議する。

大正１１年１月１９日

達第１９号を以って校地変更が指定される。甲ノ２８・２９・３０・３１・

３２・４０・４１・４２・４３・４４計１０筆。２，２２５歩。

大正１２年５月９日 中島尋常高等小学校に補習学校を併置する。

大正１３年４月 中島村立農業補習学校を実業補習学校と改称する。

大正１５年７月１日 補習学校に青年訓練所を併置する。

昭和６年４月１日 中島村立補習学校を廃止する。

昭和７年４月１日

補習学校に青年訓練所を併置する。また、女子部を設置して授業を開始す

る。

大正１５年９月１４日 新校舎が落成する。

昭和１６年４月１日

中島尋常高等小学校を廃し、中島国民学校と改称設置する。初等科６年、高

等科２年の初等科義務制となる。

昭和１８年 創立７０周年記念式典を行う。

昭和１９年 校歌を制定する。

昭和２２年３月３１日

教育基本法、学校教育法が公布される。４月１日より６・３制が実施され、

小学校６年、中学校３年が義務化される。

昭和２２年９月３日

中島村立中島小学校並びに熊木村立熊木小学校を解散して組合立熊木小学校

を開設する。


